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［編集 後記］申年は騒がしい年といわれ、平成28 年もリオ五輪での日本選 手の活 躍に沸き、そして大 隅

博士のノーベル生理学・物理学の受賞とうれしい騒ぎでした。一方熊本地震で多くの尊い命を失う悲しい

出来事も忘れられません。学生の活動はそれぞれの学科で広がっております。平成29年も動く酉年と言わ

れていますので期待されます。KatanCloverは「地域とともに歩む」を追求する学生、教員の活動の一部

ですがこれからも学生たちのエネルギーを感じ取って頂ければと願っております。

香川短期大学 地域交流センターだより編集委員

さぬきヤンボラ守るんジャー

地域とともに成長しています
平成28年度は1、2年生合わせて28名でスタートし

ました。今年度は他大学のヤンボラの学生たちとも

活発に交流。サッカーJ2リーグの試合会場では、

他大学の学生とともに来場者にチラシやうちわを配

布し、特殊詐欺被害防止の啓発活動を行いました。

また、勉学の合間で時間調整をしながら香川県警察本部に集まり、企画・協議し

自転車盗被害防止を呼び掛ける動画を制作、学生たちも出演し、緊張した面持ちな

がらも楽しい動画ができました。そのほかにも、宇多津秋の大収穫祭や高松仏生山

祭りなどのイベントに合わせて開催されたキャンペーンなど様々な活動で学生が

大活躍しました。

かがわ文化芸術祭2016ポスター原画展

3年連続4回目の最優秀賞受賞
「かがわ文化芸術祭2016ポスター原画展」で134点の中か

ら、経営情報科ビジュアルメディアデザインコース2年稲井

梨穂さんが最優秀賞、同コース2年の河原愛子さん、高橋

佳世さんが優秀賞を、一宮加奈さんが奨励賞をそれぞれ

受賞しました。稲井さんのデザインは、ポスターやクリア

ファイルなどのノベルティグッズとして重要な広報の一翼を

担いました。受賞・入賞作品は、かがわ文化芸術祭2016ポスター原画展（平成28

年11月８日～11月30日、香川県立ミュージアム）で紹介されました。

宇多津町一斉クリーン作戦

町内美化活動で地域連携
以前は本学単独でクリーン作戦を実施していまし

たが、現在では平成27年に締結した宇多津町との

包括的連携・協力事業の一環として、町と合同で「宇多津町一斉クリーン作戦」を

実施しています。

6月は雨で中止となりましたが、12月4日（日）は、本学学生・教職員合わせておよそ

50名が参加し、通学路にもなっているJR宇多津駅からキャンパスまでの歩道や

キャンパス周辺、臨海公園を中心に清掃を行いました。

4月7日 入学式／5月 スポーツ大会・俳句大会／10月21日～22日 大学祭／

11月25日 創立記念式典／平成30年1月 初茶会、こども劇場／3月 卒業式

※オープンキャンパス＝5月14日、6月18日、7月8日、7月23日、8月6日

〈 平成2 9年度の主要行事予定 〉
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検索香川短大

◎「ジャピタルフーズフェアin四国」参加（食物栄養）
◎日本赤十字奉仕団災害救援募金活動(介護）
◎第13回諶之丞の丘春まつりボランティア（介護）
◎スプリングフェスタ（ふじみ園）イベント補助（ヤンボラ）

◎衣装制作発表「ご当地アイドルステージ」丸亀お城まつり（生活文化）

◎第7回香川県ボッチャ交流大会（介護）
◎自転車盗被害防止啓発動画撮影（県警本部）（ヤンボラ）

◎「うたづ元気っ子クラブ」補助（食物栄養）
◎「ビーチコーミング・クラフトin手島」参加（食物栄養）
◎はがみ苑納涼祭バザー補助（食物栄養）
◎仲南荘夏祭りボランティア（介護）
◎猪熊源一郎美術館ミモカワークショップ（介護）
◎少年非行防止キャンペーン早朝ボランティア（宇多津駅）（ヤンボラ）
◎新都市夜間防犯パトロール（ヤンボラ）

◎丸亀市独身男女の食育講座補助（商品開発ゼミ）
◎ネムの木夏祭りボランティア（介護）
◎竜雲舜虹苑夕涼み会ボランティア（介護）
◎たまも園夏まつりボランティア（介護）
◎在宅生活サポートセンター新浜の家夏まつりボランティア（介護）
◎みとよ荘ふれあい広場ボランティア（介護）

◎坂出市保育所食育ブロック部会食育講座補助（商品開発ゼミ）
◎飯野こども園「八朔だんご馬節句」参加（食育ゼミ）
◎香川中央高等学校文化祭健康ステーション参加（食物栄養）
◎中讃テレビ「食育工房」収録（食物栄養）
◎ふうせんバレー大会（さらスポーツクラブ）（介護）
◎すこやか苑祭りボランティア（介護）

◎「高校生お弁当の日甲子園2016」補助（食物栄養）
◎瀬戸内国際芸術祭2016(秋会期)高見島（介護）
◎かがわ介護フェアでハンドケア（介護）
◎地域安全フェアキャンペーン（仏生山祭り）（ヤンボラ）

◎産官学連携事業「大西食品しょうゆ豆を使った料理の試食会」（商品開発ゼミ）
◎坂出市保育所食育ブロック部会食育講座補助（商品開発ゼミ）
◎塩飽広島「ふれ愛まつり」ボランティア（食物栄養）
◎地域とのつどい（ウインドヒル）（介護）
◎振り込め詐欺被害防止キャンペーン（秋の大収穫祭）（ヤンボラ）
◎青少年育成支援リーダー研修（県庁ホール）（ヤンボラ）

◎「王越・健康のつどい」参加（食物栄養・介護）
◎ふれあいの家にてトーンチャイム演奏でクリスマスコンサート（介護）
◎ふじみ園クリスマス会（介護）
◎丸亀市児童館クリスマス会（幼児音楽ゼミ）
◎年末防犯キャンペーン（高松壱番街ドーム）（ヤンボラ）
◎少年健全育成活動＜冬休み塾＞（ヤンボラ）

◎白方保育所・多度津幼稚園ミュージカル公演（音楽ゼミ）
◎県アンサンブルコンテスト出場（コーラス部）

◎マナーコンテスト（生活文化）
◎「弁当の日」表彰式（食物栄養）
◎「適塩レシピ」作成（食物栄養）
◎香川成人医学研究所「健康まつり」参加（食物栄養）
◎丸亀市内幼稚園・保育園食育指導（食育ゼミ）
◎健康スポーツ教室「健康食、調理体験・実習」補助（丸亀市体育協会主催）（食物栄養）
◎「福祉のとびら事業」善通寺市立竜川小学校（介護）

◎うたづの町家とおひなさんボランティア（生活文化）
◎新都市夜間防犯パトロール（ヤンボラ）
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［  K a t a n  C l o v e rとは・・・ ］
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カラフル
リセス

FMラジオで
トーク番組のナビゲーター

新春初茶会

平成29年1月21日（土）、本学渚荘で恒例の初茶会が催されました。
今年も亭主、お点前、半東、お運びなど、すべてを学生が担当しました。
生活文化専攻の「茶道文化」の講義では、日本の伝統文化を学習するだけでなく、茶道を通じて
日本人の心の豊かさと和らぎを見出すことを学んでいます。作法、お点前の方法にとどまらず、茶道
の「こころ」でお客様をもてなす学生たちの姿は、すがすがしく、安らぎを感じさせてくれました。

地域の方々を招き
初茶会

うたづ
アロハナイト

瀬戸内海の大パノラマと美しい夕陽が楽しめる恋人の聖地「うたづ
臨海公園」で毎年7月に開催される「うたづアロハナイト」が今年
度は7/16（土）、17（日）に開催されました。
本学経営情報科の学生15名がボランティアとして参加し、裏方と
してイベントの盛り上げに頑張りました。
アロハシャツ姿で子どもたちに大人気の「キッズふれあいコー
ナー」でゲームのお手伝いをしたり、ご当地キャラの「うーみん＆ゆーみん」と昨年から登場の

「なーみん」の着ぐるみに入って案内をしたり、暑いにもかかわらず笑顔で大活躍をしました。

運営ボランティアで
大活躍

平成相聞歌
事業

宇多津町との共催事業「平成相聞歌」は、今年で記念すべき10回
目を迎えました。全国、海外から最多の6530点の恋歌が寄せら
れ、神奈川県の石関恵子さんが最優秀賞に選ばれました。
同事業の運営と作品選考には、本学の学生4名が実行委員として
関わりました。
平成29年2月11日には、第10回記念ということで作家、エッセイス

トの落合恵子さんを招いてユープラザうたづハーモニーホールで記念講演会、授賞式を開催。ク
レヨンハウスを主宰し絵本作家としても注目を浴びている落合さんの講演を聴こうと、県内外
から約350名の方が集いました。
本学経営情報科VMDコースの学生が作成した入賞作品のイメージ画と歌碑マップが紹介され
るとともに、経営情報科の学生たちが中心になって企画した「歌碑巡りスタンプラリー」も公表さ
れ、本学の学生が宇多津町の町おこしに貢献しました。

史上最多6530点の応募
落合恵子さん記念講演会も開催

お か げ さま で
5 0 周 年 を 迎 えました

「愛 敬 誠」を建学の精神に

香川短期大学は平成29年に創立50周年を迎えました。

コミュニティカレッジとして皆様方のご理解とご協力の下

明日を担う有為な人材の育成に努めてまいりました。

創立50周年の節目は、次の50年のための新たな船出の年でもあります。

これからも、地域社会に貢献できるよう香川短期大学は頑張ってまいります。

これ からもよろしくお 願い 致します 。

香川短期大学 創立50周年記念式典：平成29年11月25日［土］ 香川短期大学講堂ホール

本学の学生、教職員および卒業生
を対象に本学創立50周年記念ロゴ
の図案を募集したところ、多数の応
募があり、本学デザインコース卒業
で現在グラフィックデザイナーとし

て活躍されている髙木正人氏の作品が採用されました。
ビジュアルにはオリーブと本学周辺の景観をあしらい、
色彩は宇多津町のシンボルである海を連想させるブルー
を用いた作品です。

1967年（昭和42年）

1968年（昭和43年）

1970年（昭和45年）

1974年（昭和49年）

1978年（昭和53年）

1987年（昭和62年）

1988年（昭和63年）

1989年（平成 元年）

1998年（平成10年）

2001年（平成13年）

2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2008年（平成20年）

＊紙面の都合によりコース名変更等は省略しています。

＊香川短期大学は創立133年の歴史を誇る学校法人尽誠学園の短期大学です。

家政科設置認可 善通寺市に開学

家政科に栄養士養成課程設置

幼児教育学科設置

幼児教育学科第Ⅲ部設置、
従来の幼児教育学科を第Ⅰ部に改称

附属のぞみ保育園を善通寺市に開園

経営情報科設置

家政科を生活文化学科に改称

宇多津町に新学舎竣工 移転、附属女子高等学校を開校

附属女子高等学校を香川誠陵高等学校に改称し高松市に移転

生活文化学科生活介護福祉専攻設置

附属幼稚園を宇多津町に開園

専攻科（福祉専攻）設置

幼児教育学科第Ⅰ部を子ども学科第Ⅰ部に改称
幼児教育学科第Ⅲ部を子ども学科第Ⅲ部に改称

5 0 年 の あ ゆ み

香川短期大学（通称「香短」）には４つの学科があります。

幸福のシンボルである四つ葉のクローバーに例え、群生し地を這うクローバーのように、学生が力を

合わせて地域に根付き、力強く活動して社会に幸福をもたらしてほしいとの願いを込めています。

地 域 と の 連 携

坂出・宇多津をエリアとする地域コミュニティFM局エフエム・サンのトーク番組「カラフル・リセ
ス」も今年で6年となり、生活文化専攻の2年生5名のメンバーから成る第5期リセス・ガールズ
が、楽しいおしゃべりを1年間お届けしました。
ある時はYou Tubeのおすすめ動画について、またある時は「冬」を
テーマに、冬に食べたい物からちょっとロマンティックな話まで。
自由なテーマでの楽しいおしゃべりは尽きることがありません。
短大生ならではの屈託のないトークで、リスナーの方々に、楽しい
ひとときを提供しました。



笑 顔 と 真 心 大 切 に
地 域 社 会 の に ぎ わ い 創 出

Activities

Activities

子ども学科福祉ゼミでは、月に１回、「あそぼう☆会」というグループ名で、

宇多津町が行う「つどいの広場事業　はぐはぐランドうたづ」に行き、子ども

たちや保護者の方と交流し、自分たちで考えた遊びを披露しています。

「はぐはぐランドうたづ」は、主に0歳～3歳の乳幼児をもつ親とその子どもが

気軽に集い、うちとけた雰囲気の中で語り合ったり交流したりする『子育て

家庭の居場所』です。そのような場に参加させていただく中で、学生は、自

分たちが住む地域で、どのように安心して子育て・子育ちができる環境や

支援が行われているのか学んでいます。

「あそぼう☆会」で毎回披露する内容は、「手遊び」、「絵本の読み聞かせ」、

「紙芝居」、「ねんど工作」など多彩です。季節に合わせた遊びを試行錯誤し

ながら準備をします。毎回、子どもたちが喜んで遊んでくれるので、作り

甲斐もあります。

発表が終わった後は、持ってきたおもちゃで

子どもたちと一緒に遊んだり、保護者の方

とお話をしたり…。あっという間の１時間で

すが、学生が乳幼児親子との関わり方を学

べる貴重な実践学習の場となっています。

香川短期大学と宇多津町が共同で行っている「平成相聞歌」が10

回を迎えるのを記念し、授賞作品の歌碑を恋の成就に役立てよう

と、町おこしの新たな企画に取り組みました。

スマホを持って歌碑をめぐるモバイルスタンプラリーでは、経営

情報コース岩倉ゼミの学生たちがアプリの設定を行い、ビジュ

アルメディアデザインコースの学生たちは拡大版歌碑マップを

デザインし作成するという企画です。さらに、歌碑めぐりを完遂

した恋人たちには、宇多津町内のカフェ、レストラン、結婚式場な

どで様々な特典が！！

この企画によって、歌碑めぐりをデートコースとして宇多津町を

訪れる恋人たちが増えることを願っています。

（公財）明治百年記念香川県青少年基金助成事業として、11月13日（日）に

地域の小学生らを対象にイベントを開催しました。本年度は「和食」について、

食文化の継承という観点から「箸の正しい持ち方」「箸の扱い方」「汁椀の扱

い方」などの基本のマナーに関する食育教室を行いました。小学生32名、保

護者23名の参加があり、学生20名と合わせてにぎやかな催しとなりました。

最初に八角塗り箸を使用して「まめっ子くん」でお豆つかみゲームを行った

あと、学生たちが制作した「手作りマイ箸袋」を全員にプレゼントしました。

行事食や調理実習で使用する食材に関するクイズでは、子どもたちは積極

的に挙手をして回答していました。調理実習の献立は「いなりずし」「アサ

リのすまし汁」「サラダ」「月見団子」などで、箸や汁椀の扱い方などについ

ても実演を交えて紹介しました。

近年、食の多様化が進み、和食離れが指摘されていますが、子どもたちに

とって自ら調理して正しいマナーで食べるという機会となりました。

地域のみなさんとのふれあいを大切にしたい－

2016年度も、学生たちは授業で学んだ成果を

披露するため各地へ出かけました。

学生たちは、とびっきりの笑顔と真心で子どもたちやお年寄りと

交流を深め、充実した学生生活の１ページを紡ぐことができました。

貴重な学外活動を通じて、学生たちは多くのものを学びました。

卒業しても、その思い出は貴重な財産となるでしょう。

学生たちの活動の一部を紹介します。

K at a n Clove r ｜ 03 K at a n Clove r ｜ 04

1

生 活 文化にふ れよう
-和食のやさしいマナー教室と
　 　 　 　 　   行事食クッキング-

生活介護福祉専攻 生活文化学科、専攻科（福祉専攻） 

2

交 流を通じて子育て・
子育ち支 援を学 ぶ

健 康 サポート
イベントに参 加

5

恋人たちの歌碑めぐり
-幸せへのパスポート-3

介 護を学 ぶ 学生が
宇多津中学で 先 生役

子ども学科第Ⅰ部・子ども学科第Ⅲ部

生活介護福祉専攻 生活文化学科、専攻科（福祉専攻） 

経営情報コース、
ビジュアルメディアデザインコース 経営情報科

生活文化専攻・食物栄養専攻 生活文化学科

4
香川県は小中学生を対 象に、

介護とは何か、介護福祉士とは

どんな職業かを知ってもらおう

と、人材確保事業「福祉のとび

ら」に取り組んでいます。同事

業の一環として、平成28年11月16日（水）、専攻科（福祉専攻）の

学生たちが宇多津中学校1年生を対象に授業を行いました。

今回は、身体介助の体験をしてもらいました。まず、身体介助の基本

である人間の自然な身体の動きを知るため、座位からの立ち上が

りや、机を合わせた簡易ベッドで仰臥位から側臥位への移動を

学んでもらいました。

生徒たちは、少しの力で相手の身体を動かすことができる、高齢

者役の時は楽に動かしてもらえることに驚いていました。

授業を行った学生たちは、中学生を対象に授業を行うことで、伝

えることの難しさを知るとともに、日ごろの授業の振り返りがで

き、学びの多い一日となったようです。

香川県健康福祉課では、地域住民の健康をサポートする仕組み

づくりとして、健康サポートプラットフォーム構築事業に取り組ん

でいます。

平成28年度は、同事業のイベントとして坂出市王越町をモデル

地区に、「第１回とんぼの里 王越・健康のつどい」が12月11日

（日）に開催されました。

お薬相談会、リハビリ体操、健康相談などが行われる中、本学の

学生たちは音楽療法、健康ダンス、ハンドケアで参加しました。懐

かしの曲を歌ったり、踊ったり、ハンドケアでリラックスしたり、と

来場された皆さんは健康に関する幅広い知識と体験を携えて、

笑顔になって帰られました。

学生がこのモデル事業の一端を担うことで、県下の健康づくりの

政策発展に寄与したのではないでしょうか。

ゼミ学習の成果を県内の子どもたちに披露する定期公演「こども劇場」は、平成29年も1月12日

から14日までの3日間、丸亀市民会館と高松のレクザムホールで行われました。昭和51年の第1回

公演から41年間継続され、今年もミュージカルやダンス、吹奏楽演奏、ブラックライトなど盛り

だくさんのステージに子どもたちの笑顔が弾けていました。この催しに香川県や高松市、報道

機関などからの後援もいただいています。

公演では、各ゼミが趣向を凝らしたプログラムを披露しました。1年間にわたって猛練習を重ねての晴

れ舞台。小道具や大道具、衣装も、学生たちの手づくりで、音響や照明も学生たちが担当しました。出

演しないゼミやゼミを受講していない学生たちも、子どもたちと触れ合える大切な機会です。プログ

ラム作成のほか、公演会場での招待した子どもたちの受け付けや客席への案内などを担当しました。

子どもたちに楽しいパフォーマンスを披 露
「 こども劇 場 」に県内の子どもたちを招 待6

子ども学科第Ⅰ部・子ども学科第Ⅲ部
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ダンスゼミと地域の方々との交流の多くは1年の前半の過ごしやす

い季節に行われています。平成28年度は、4月ふじみ園スプリング

フェスタ、5月金蔵寺こどもまつり、6月商工フェア in たどつ、地域

支援センターまるやまふれあいフェスタに参加しました。また、

今年度からは8月の多度津町夏まつりで四国学院大学のダンス部

ともコラボを試み、貴重な体験をしました。9月には大学祭の広報

のため、高松のイオン香西ショッピングセンターで踊り、10月の大学

祭で6作品を披露しました。1年の締めくくりは第13回定期公演

「Steps to Change～前へ」です。卒業生や教員も含めて約40人が

13作品を地域の皆様に披露しました。年が明けて1月には恒例の

香川短期大学こども劇場で、子ども向け作品を発表しました。ゼミ

間の協同だけに限らず、昨年度から他学科とのコラボにも取り組

んでおり、2月のビジュアルメディアデザインコースの卒業展では、

オープニングをダンスでにぎやかに盛り上げました。研修を兼ねて

県外の愛媛大学や岡山大学の公演の見学にも出かけています。こ

のようにダンスゼミではダンスを通して地域の方や他分野の方々と

の交流を深めています。

ダンスで地域や
他分野の方々と交流

子ども学科第Ⅰ部・子ども学科第Ⅲ部

8 平成28年10月1日から12月31日まで県内各地で“誰もが気軽に参加

できる文化芸術の祭典”をスローガンに「かがわ文化芸術祭2016」が

開催されました。このうち、高松空港の「SKY MUSEUM」を会場に、

VMDコース卒業生の鷺岡直子さんが代表を務める「素晴らしき世界！

アートコンポ2016」が11月７日から11月20日まで行われました。

本コースからは学生5名（稲井梨穂、金井麻衣、岡内優里、松岡恵里、

山下莉奈）のほか、卒業生（大空夕華）が出展しました。今年はシェイク

スピアの戯曲「お気に召すまま」をテーマに、国内外の10代から30代

を中心とした若手作家たちが、物語から受けたインスピレーションを

自由に表現した絵画作品を展示しました。本展は、レクザムホール

（11月23日から27日）でも展示されました。

素 晴らしき世界！アートコンポ 2 016
ALL THE WORLD'S A STAGE
学生たちが作品を出展

ビジュアルメディアデザインコース 経営情報科

9

瀬戸内の島々は、かつて交通の動脈として多くの新しい文化を伝播する役割を担っていました。食物栄養

専攻では2011年から塩飽の島々を訪問し、島の人たちとの交流を深めてきました。今年度は1、2年生と教

職員が、瀬戸内国際芸術祭秋期開催地の高見島に建築家野村正人さんが制作した作品「海のテラス」内

で、本学非常勤講師の中野誠司先生が提供するイタリア料理レストランのお手伝いをしました。秋会期の

10月8日～11月6日までの週末と祝日、毎回約5人ずつが、食材の下ごしらえや、盛りつけ、配膳、接客、後

片付けなどを行いました。

高見島への訪問は初めてとあって、わくわくした気持ちで参加し、島の自然、島の人たちやスタッフのやさしさ

にふれるとともに、料理提供現場の裏方の貴重な体験をすることができました。また、海外からも注目され

ている瀬戸内の島々に残された文化を、地元の私たちが伝えていく大きな役割があると感じました。

食物栄養専攻 生活文化学科

7
Activities

大幅に拡充した「カルチャー講座」

平成28年度開講講座一覧

地域交流センターは、宇多津町と共催でカルチャー講座を開催していますが、平成28年度は多くのニーズに応えようと大幅に講座数を増やし、21講座

を開講しました。新たな試みとして「読書感想文講座」「セルフネイル」「バドミントン」「囲碁」「お花でタペストリー」を実施したほか、「英会話講座」を連

続５回講座に拡張、料理講座もさらに内容を充実、年間のべ約630名の方々に受講いただきました。

今後も地域と共生する「地（知）の拠点」としての役割を積極的に果たしていきたいと考えています。

受講者の声

平成29年度開講予定講座

・ 楽しくイタリアン!!
・ 親子講座 読み聞かせと手作り絵本
・ 日本の文化に親しもう！
・ ～人生に光を～自分史を書こう 
・ 初心者・シニアのための　ワードで簡単な案内文を作ってみよう!!
・ ゆかた着付け教室
・ 小学生夏休み 親子クラフト教室 「レジンで簡単手づくり小物」
・ 小学生夏休みの宿題 読書感想文講座 ♡ほん大好き♡感想文を書こう！
・ 小学生夏休み 親子クラフト講座 「グルーガンを使ってオブジェを作ろう」
・ 夏休み親子料理教室 「パティシエ気分でスイーツ作り」
・ ライアン＆ミイコの「英会話で楽しいティータイム」

・ 絵本の読み聞かせ入門講座
・ 心の健康と音楽
・ みんなで楽しくバドミントン!
・ かわいくオシャレにセルフネイル！
・ シニアと音楽好きのための 日本の歌を楽しもう
・ 楽しく男メシ!!
・ 初心者・シニアのための ワードでオリジナルの名刺を作ってみよう!!
・ 健康料理を食卓に！
・ お子様からシニアまで 初心者のための囲碁教室
・ お花でタペストリー講座

平成29年度開講講座につきましては、決まり次第ホームページに掲載いたします。詳しくは香川短期大学ホームページでご確認ください。
▶▶  http://www.kjc.ac.jp

瀬戸内国際芸術祭 高見島「海のテラス」
イタリアンレストランスタッフを経 験

ストレス脱却への
ヒントをもらえた。

こころの健 康と音楽
（6 0 代・女性）

読み聞かせの
具体的な流れを知った。

土日や夜間の講座を
増やしてほしい。

読み聞かせ入門講座
（5 0 代・女性）

身近で
足元を見た英語教育が

大切だと思った。

英会話で楽しい
ティータイム

（70 代・男性）

日本文化の再発見。
次世代に残したい。

講師の先生がステキ！

日本文化に親しもう
（5 0 代・女性）

子供達も楽しそう！
有意義な時間、

明るい空間でよかった。

楽しく男メシ!!
（3 0 代・男性）

思っていたより
簡単にネイルアートが

楽しめた。

かわいくオシャレに
セルフネイル

（3 0 代・女性）

平成28年度講座概要


